



































産業革命期イギリスのアジア進出と東インド会社の位置 (2) (409) 81 



















ょうo それでも閣下が空腹だとおっしゃるなら， いずれ私は， Oudhと Car-
natic というディナーを差し上げることができるでしょう」ヘ本国において近
代的生産力が満面開花を見る時，アジアの地でイギリス人の脳裏を占めたのは，
2) ここにいうインド問題委員会とは， The Select Committee to investigate the causes of the 
war in the Carnaticのことである。
3) H. Furber， Henry Dundas First Viscount Melvile 1741-1811， 1931， p.29. 
4) E. B. Jones，‘The Imperial Ideas of Henry Dundas and. British Expansion in the 
East 1783-1801.' Unpublished Ph. D. thesis， Duke University， 1963， p.59. 
5) Dundas to Wellesley， 1 Nov. 1799， cited in ibid.， p. 234. 























7) C. H. Phi1ips， The Eαst India Company 1784-1833， 1940， .p.103. 
8) E. B. Jones， op. cit.， p. 126. 
9) Ibid.， p. 129. 
10) Dundas to Wellesley， 18 March 1799， in S. J. Owen ed.， A Selection /rom the Des 
paches， Treaties. and other Papers 0/ the Marquess Wellesley during his Government 
o/India， 1877， p， 700. 
11) Dundas to the Chairman of the East lndia Company， 21 March 1801， in Supplement 
to the Appendix to the Fourth Report /rom the Select Committee on the A.fairs 0/ the 
East IndiαCompαny， 1812， p.29. 
産業革命期イギリスのアジア進出と東インド会社の位置 (2) (411) 83 
を目指すものであったo会社の商業的利害と貿易独占権とによって画される枠
組の範囲を越えて，強権的な領土支配を主軸とするイギリス支配を前進させる























13う Dundasto the Chairman of the East lndia Company， 2 April 1800， in Supplement to 
the Alう'pendixto the Fourth Report， p.3. 























いものであるo ではダンダスが上の姿勢をとる理由は何か。本稿では， (1) イ
15) Dundas to the Chairman of the East lndia Company， 2 April 1800， in Supplement加
the Appendix加 theFourth Report， p. 3. 




Tripathi， Trade and Finance in the Bengα1 Presidency 1793-1833， 1956，. p. 24. 








































































出所) C. N. Vakil， Financial Development in 
Modern. 1 ndia 1860-1924， 1924， p.32. 
19) 論争の焦点は，送金額のうちどれだけの部分が，対価ないし正当な根拠を欠く，イギリスによ






20) K.マルクス『資本論』第3巻，大月書活版， 752ペー ジ。












(1) 会社物産の売上 6，696，878 ( 94.5) 
(2) 本国政府からの備品・軍事物資に対する支払 207，137 ( 2.9) 
(3) 私貿易からの課徴金および収入 158，137 ( 2.2) 
(4) 軍需品部に提供された硝石の代価 22，829 ( 0.3) 
， (5) その他 6，431 ( 0.1) 
メ口L 計 7，肌412(10Q.0) 
(1) 商品・備品代金 1，845，489 ( 25.1) 
(2) 運 賃 1，473，563 ( 20.1) 
(3) 地銀の移送 935，300 ( 12.8) 
(4) 手形支払 858，099 ( 1.7) 
(5) 一般管理費 740，659 ( 10.1) 
(6) 株式配当 630，616 ( 8.6) 
(7) インド負債元利償還 422，691 ( 5.8) 
(8) 関 税 298，510 ( 4.1) 
(9) 賜暇中の将校への支払 62，554 ( 0.9) 
M) 退職した会社船の船長への支払 42，007 ( 0.6) 
但) Nawab 0ミ払f Arcot， Rajah of Tanjoreの債権
者への支 13，313 ( 0.2) 
間その他 1，300 ( 0.0) 



































21) Third Report from the Select Committee on the Affairs of the East lndia Compαny， 
1811， p.414， Appendix No. 46. 
















世紀末ともなれば，かの「多角的貿易決済機構 systemof multilateral tradeJ 































23) Minutes of a conversation between Mr. Pitt， Mr. Dundas， and several gentlemen from 






34巻第6号， 1983年3月， 6ベー ジ。
25) r本国における関税の削減は，インドの私貿易をロンドンに引きつけるというシステムを完成
するために必要不可欠であるJoWellesley to the Court of Directors， 30 Sep. 1801， in Sup-
plement to the Appendix加 theFourth Report， p. 35. 
26) Minutes of a conversation between Mr. Pitt， Mr. Dundas， and several gentlemen from 






































27) その具体相については， H. Furber， Jnhn Company At Work， 1951， pp. 284-302及びE.B.
Jones， op. cit.， pp. 142-147参照。
28) Dundas to Francis Baring， 16 Feb. 1793， cited in E. B. Jones， op. cit.， p.184. 




一層有利に輸送されるであろうJ. Wellesley to the Court of Directors， 30 Sep. 1801， in 









































綿製品 1，841 27.4 612 24.5 2，453 26.6 755 13.4 85 3.9 840 10.8 
生 糸 225 3.4 26 1.0 251 2.7 253 4.5 82 3.8 335 4.3 
香 料 446 6.6 61 2.4 507 5.5 194 3.4 29 1.3 223 2.9 
インデ糖ィゴ 263 3.9 1，452 58.2 1，715 18.6 247 4.4 1，559 72.0 1，806 23.2 -砂他
硝 石 213 3.2 32 1.3 245 2.7 197 3.5 O O 197 2.5 
コーヒー 12 0.2 27 1.1 39 0.4 O O O 。 O O 
? ー? ? ?
43.7 |i州 44.71 2，210 18s.51 5，210 1 
l6，7181 100.0 1 2，4961削|訊2141
生糸については区分が不明瞭なので中・印両貿易に均分した。




































付表l イギリスのアジア貿易の量的推移 〈単位;.:s1，000) 
l 輸出|輸入|
樗字除く|中 国|合 計雰字除く|中 国|合 計|輸入超過
(1) 1794-6 
製ユ、&旦口ロ口 3，287 1，707 
食料品 96 3，548 
原料品 156 2，085 
合計 3，539 7，340 3，801 
(2) 1814-6 
製造品 2，335 520 
食料品 197 6，644 
原料品 225 4，632 
合計 2，757 11，796 9，039 
(3) 1834-6 
製造品 3，669 780 4，449 409 31 440 
食料品 100 1 101 1，204 3，725 4，929 
原料品 282 20 302 5，268 898 6，166 
合計 4，051 801 4，852 6，881 4，654 11，435 6，583 
(4) 1844-6 
製造品 8，378 629 9，007 564 69 633 
食料品 265 5 270 3，657 2，991 6，648 
原料品 365 3 368 5，959 880 6，839 
合計 9，008 637 9，645 10，180 3，940 14，120 4，475 
出所) R. Davis， The lndustrial Revolution and British Overseas Trade， 1979， pp. 





























31) C. H. Philips， op. cit.， p.54. 






















32) An Act for Removing any Doubt respecting the Power of the Commissioners for the 
A妊airsof India， to direct that the Expense of raising， transporting， and maintaining 
such Troops as may be judged necessary for the Security of the British Territories 
and Possessions in the East Indies， should be defrayed out of the Revenues arising 
from the田idTerritqries and Possessions. 28 Geo. III， c.6. 
、33) P. E. Roberts， op. cit. p. 261. 
34) R. M. Martin， Despatches. Minutes and Correspondence of the Marquess Wellesley. vol. 
V. 1836-7， p.171. cited in P. E. Roberts. India Under Wellesley. 1929， p.261. 



























36) Dundas to Wellesley， 4 Sep. 1800， cited in E. B. Jones， op. cit" p. 180. 






















37) Copy of a proposed dispatch to the Bengal Government， 3 Apri1 180~. Gold Smith 
Library所収。





40) C. B. Phi1ps， op. cit.， p.141. 
41) P. E. Ro~erts， op. cit.， Ch. XXIII. 














































































の開放という条件で，監督局総裁ダンダス R.Dundas (H. Dundasの息子〉
43) 単にインド貿易の比重が下がっただけでなく，綿製品の値崩れによってインド貿易の収益性も
また大幅に悪化し，会社の貿易利潤は圧倒的に中国貿易に依存することになった。 Appendixto 
the Fourth Report， pp. 484-5， Appendix No. 25，及びそれを図示した金子前掲論文， 31ペー
ジ図3参照。
44) 議会における審議の経緯については，さしあたり高畠前掲論文を参照されたい。
45) Letter from Court to Board， 17 Jan. 1809， cited in C. H. Philips， op. cit.， p.181. 




















たホパート R.Hobartの態度が注目される。当初彼はイ γ ド貿易のみならず，















広東の貨物上乗人 supercargo， ストート γG.Stautonの主張に耳を傾ける
























c. H. Philips， op. cit.， p.184. 
Ibid.， p.186. 













































んで表現すれば，次のようにいえよう D すなわち， (1) 国庫負担を回避して対
仏軍事戦略を全うせんとした本国政府， (2) 富の収奪を維持・確保した貨幣利






































い。R.J. Moore， 'Imperia1ism and “Free Trade" Policy in India， 1853-4'， Economic 
History Review， 2nd Series， vol. VII， No. 1， 1964; A. Silver， Manchester Men and lndian 
Cotton 1847-1872， 1966; P. Harnetty， lmperialism and Free Trade; Lancashire and lndia 











本研究は，つまるところ， 18世紀中葉東イ γ ド会社によって開始され，その後
一貫して維持・拡大されたインド領有が，いかにイギリス資本主義発達史に巨
大な影を落とすものであったかを全面的に検討していくうえでの，ささやかな
一里塚であったともいいうるのであるo
(1987年7月〉
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